
第４回定例会(１２月市議会)が閉会 

１２月１４日、本会議で提出議案の審議経過・結果の各

常任委員長報告、質疑、討論がおこなわれ、市議会は閉会

しました。 

              党議員団は、ゴミ有料化

３億８,９００万円、大分

市中心市街地祝祭広場整

備事業費の用地購入費な

ど２３億円５,９００万

円。横尾公共団体区画整

理事業費１億４,０００ 

(質疑をおこなう福間)   万円の予算計上に反対討 

論をおこないました。 

また大分市農業委員会委員の任命について、女性委員の

任命がないことについて、質疑をおこないました。 

 

「祝祭広場」事業、２３億５，９００万円 

自民・社民・公明などの賛成多数で可決 

党市議団は以下の理由でキッパリと反対しました。 

■地購入費の取得価格に納得できない 

市民感情としては１２億円で取引実績がある用地を２３

億２千万円で取得することは、どうしても納得できない。 

■契約の在り方が問われている 

大分パルコ跡地の土地取得面積は、５,０００平方メート

ル以下ではあるが、予定価格の１１６倍に当たります。は

じめて民間の競争入札に参加しての土地取得という特殊性

も考慮するならば、当然、議会の議決に付すべきである。 

■財政調整基金積立金処分の妥当性に疑問 

              財政調整基金積立金の処分

は、経済事情の著しい変動

等により財政が著しく不足

する場合などに処分するも

のである。同土地取得の本

来目的や計画はなし、緊急

性も認められない。臨時的 

(土地取得問題を質す福間)  一時的なワールドカップの

「祝祭広場」としての取得は、財政調整基金積立金を処分

する妥当性に疑問がある。 

■市民の理解と納得が不十分 

インターネット上の「パルコ跡地に市が祝祭広場」をつく

ることに賛成か、反対かのアンケート結果は賛成の実に

３・４倍の方が反対しているなど、当初の懸念どおり市民

の理解と納得が不十分。 

引き続き、この問題については、注視し、問題提起をし

ていく考えです。 

市内ＪＲ８駅無人化撤回を、大分市議会

もＪＲ九州へ要望書提出に動く 

８月中旬、ＪＲ九州が大分市内８駅にＳＳＳ(スマートサ

ポートスティション)を導入し駅無人化の方針を示しまし

た。党議員団は、９月市議会で、私が問題の本質を明らか

にし、地区党と議員団でＪＲ九州大分支社へ駅無人化撤回

を申し入れてきました。 

               市議会建設常任委員会

等で議論となり、すで

にＳＳＳを導入してい

る筑豊本線・中間駅へ

の現地視察、大分市主

催によるＪＲ九州の説

明会の実施などを受け 

(ＪＲ駅無人化問題を追及する福間・９月市議会) て、大

分市議会も、議長・副議長がＪＲ九州に「ＳＳＳ導入をや

め、現状維持」を申し入れるまで、発展してきました。市

民世論を反映したものです。 

党議員団は、ＪＲ九州は、交通事業者としての社会的責

任を果たせ、市内８駅の無人化を撤回させるために、全力

をつくします。 

私は、１２月市議会では、以下の項目を質問しました。次

回に質問要旨について、報告します。 

１米の生産費を補償する価格下支え制度 

２種子法廃止にともなう対策 

３就労継続支援Ａ型事業所利用者への支援 

４生活保護・過誤支給処分 

５貸付制度の支給対象項目の拡大 

６新日鐵住金大分製鐵所の火災の原因究明と再発防止 

７大分パルコ跡地の土地取得に伴う契約と財政調整基金積

立金の処分 

８臨時職員等への交通費の支給と職務内容 

下水道汚水施設、市への早期移管を 

１２月１５日、開発団地 

              住民集会にご案内があり参

加しました。「住民が力合わ

せて実現まで頑張りましょ

う」と激励しました。 

暮らしや地域の要求をお寄せください 
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